
焼津市 ラウンドアバウトの取り組み

焼津市公認マスコットキャラクター

「やいちゃん」

【山の手環状交差点】

〜ラウンドアバウトを活⽤した安全・安⼼で魅⼒的なまちづくり〜



１ 全国屈指の漁業のまち “ 焼 津 ”

２ ‟山の手環状交差点“の整備と現状

３ 焼津市ラウンドアバウト研究会

４ まとめ

夏の風物詩・焼津海上花火大会 P2

【 報 告 内 容 】



１ 全国屈指の漁業のまち “ 焼 津 ”

焼津市は、東京と名古屋のほぼ中間に位置し、静岡県の
中央部で、北は遠く「富士山」を望み、東は「駿河湾」
を臨みます。玄関口としてJR東海道本線に「焼津」と
「⻄焼津」の２駅、東名⾼速道路「焼津IC」があり、
平成28年3月には、新たに「大井川焼津藤枝スマートIC」

が供用開始します。

(1) 静岡県焼津市の位置

遠洋漁業の基地して、主にカツオ・マグロが水揚げされ、全国有数の水揚げ高を
誇る焼津港と、近海・沿岸のアジ・サバなどが水揚げされる小川港の２つを称した
焼津漁港、シラスや駿河湾でしか漁獲できないサクラエビが水揚げされる大井川港が
あります。

人口は、約１４万２千人で、年間平均
気温１６．５度、冬季の降雪もまれな

温暖な気候です。

駿河湾
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(2) 焼津市の人口と気候

(3) 焼津市の産業と特産
大井川焼津藤枝スマートIC

富士山



１ 全国屈指の漁業のまち “ 焼 津 ”

(4) ｢さかなのまち焼津・漁港の3大まつり｣
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サバの炭焼き１万食を
無料配布！！

生シラスや

サクラエビの販売！！

焼津みなとまつり
(毎年4月の第2日曜日）

大井川港朝市
(毎年4月下旬頃）

小川港さばまつり
(毎年10⽉下旬〜11上旬頃）

(5) ｢焼津さかなセンター｣ 東名焼津ＩＣから⾞で１分

カツオが抽選で
４,５００本が当る！！

年間170万人が来場！！

魚屋約70店舗が集結！！

焼津に来たら、ここは外せない！！

市場の雰囲気を味わいながら
見て、買って、食べつくす！！
是非お越しください。



① 交差点整備完了状況
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【 平 成 2 7 年 ３ 月 1 6 日 撮 影 】

２ ‟山の手環状交差点“の整備と現状
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至 朝⽐奈川

分離島構築時の通行（左折時）

交差点を転回して通行すること

で、通行が可能

分離島築造時の通行確認（右折時）

分離島の築造 P6

①：分離島の増設に伴い、交差点を通行する際の通行車両の影響を確認

②：通行方法の周知

② 交差点整備時における対応

分離島増設に伴うセミトレーラ連結⾞の通⾏状況を確認

２ ‟山の手環状交差点“の整備と現状
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２ ‟山の手環状交差点“の整備と現状

③ 現在の通⾏状況について（動画） ※ 平成27年８⽉５⽇撮影



� 目 的 ： 利⽤者が、⼗字路交差点を環状交差点（ラウンドアバウ

ト）に改良したことにより、安全性や利便性などについて、

意識がどのように変化したか調査する。

� 配布枚数 ： 1,200部

� 配布時期 ： 5⽉中旬〜
� 配布対象 ： ①焼津市関⽅住⺠ ②周辺事業所

③藤枝市岡部町三輪地区住⺠
④タクシー協会 ⑤交差点通⾏者

� 配布方法 ： ①②自治会経由にて配布
③④⑤個別配布

� 回収期限 ： 平成27年６⽉25日

� 回収方法 ： 返信用封筒にて焼津市で回収

� 回収枚数 ： 563部（回収率46.9％）
※社会実験時 44.2％
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④ アンケートの目的及び配布状況等について

２ ‟山の手環状交差点“の整備と現状



� 日 時 ： 平成27年5月18日(月) 午後3時〜午後５時

� 配布部数 ： 400部

� 交通指導 ： 焼津警察署 交通課職員２名、交通指導員２名

� 市職員 ： 道路課職員 ５名
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⑤ アンケートの配布と交通指導の状況

２ ‟山の手環状交差点“の整備と現状
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交差点の安全性
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出合い頭事故の影響
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※（数字）は社会実験時の結果⑥-1 環状交差点に対する全体評価
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２ ‟山の手環状交差点“の整備と現状



0% 20% 40% 60% 80% 100%

通⾏者

事業所等

市外利⽤者

山の手地区

（59％）

交差点の印象 交差点の印象（配布分類別）

〝印象が良くなった“

約７０％
〝市外利⽤者“の印象が向上”

良くなった

70％（64％）

61％（33％）

69％（50％）

70％（64％）

悪くなった 変わらない
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※（数字）は社会実験時の結果⑥-2 環状交差点に対する全体評価

２ ‟山の手環状交差点“の整備と現状

69％

17％

良くなった

悪くなった
変わらない
無記入

12％ 17％ 1％

16％

16％9％

18％

21％

5％

2％

7％

6％

5％

9％



525

472

390

38

91

173

0 200 400 600

｢右回りの⼀⽅通⾏｣の理解

｢環道優先｣の理解

｢方向指示器の出し方｣の理解
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男（282人） ⼥（238人） 無記入

右回りの⼀⽅通⾏

環道優先

方向指示器の出し方

93％

84％

69％

7％

16％

31％

右回りの⼀⽅通⾏が約10％、環道優先が約20％、
方向指示器の出し方は約30％の⼈が理解していない。

男⼥別 理解度

96％
87％

76％
95％

66％

85％

53％ 50％ 37％

男性よりも⼥性の⽅が理解度が低い

⑦ 通⾏⽅法の認識
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理解している 理解していない

２ ‟山の手環状交差点“の整備と現状
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� 通⾏⽅法の周知

○ 環道内は右回り（時計回り）の⼀⽅通⾏
○ 環道を⾛⾏する⾞両の通⾏が優先（環道優先）
○ 環道から出ようとする時は、出たい出口の直前の出口を通過した

時に、方向指示器で左折の合図をだす。

現状の課題

【交通安全対策】

２ ‟山の手環状交差点“の整備と現状

交差点流⼊箇所（４箇所）に、｢環道優先｣を知らせる⽴看板を設置

⑧ まとめ



P14

平成26年５⽉に市内交差点における、ラウンドアバウト（環状交差点）導入
の可能性について検討するため、焼津市ラウンドアバウト研究会を設置。

【会 ⻑】焼津市副市⻑
【委 員】学識経験者、 国⼟交通省中部地⽅整備局地域道路課⻑

静岡国道事務所⻑、静岡県交通基盤部道路局道路企画課⻑
自治会関係者、焼津市職員

【ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ】国⼟交通省中部地⽅整備局道路部建設専門官
静岡県警察本部交通部交通規制課交通規制指導管理官
焼津警察署交通課⻑、焼津市職員

設置の目的等

【研究会の様子】

３ 焼津市ラウンドアバウト研究会



① 現状交差点の通⾏状況
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焼津市立大富小学校焼津市立大富小学校焼津市立大富小学校焼津市立大富小学校

通学児童数通学児童数通学児童数通学児童数

合計合計合計合計384384384384人人人人

⑤
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平成平成平成平成22222222年から平成年から平成年から平成年から平成26262626年の過去５年間に９件の交通人身事故が発生年の過去５年間に９件の交通人身事故が発生年の過去５年間に９件の交通人身事故が発生年の過去５年間に９件の交通人身事故が発生
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３ 焼津市ラウンドアバウト研究会
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� 整備計画規模及び通⾏⽅法を理解していただくため、「模擬ラウンドアバ
ウト通⾏体験会」の実施

� 通⾏シミュレーションによる検証、歩⾏者の通⾏⽅法を説明した動画の

制作

� 交差点を通⾏する通学児童等を削減するための、通学路の変更を検討

� 歩⾏者（通学児童）の交通安全対策として、交通安全施設（⽴体横断施設
を含む）の設置を検討

� 歩⾏者（通学児童）の交通安全教育の実施検討（整備後の交通安全対策）

② ラウンドアバウト導入の検討状況

３ 焼津市ラウンドアバウト研究会

歩行者歩行者歩行者歩行者（（（（通学児童通学児童通学児童通学児童））））がががが、、、、ラウンドアバウトを横断する際のラウンドアバウトを横断する際のラウンドアバウトを横断する際のラウンドアバウトを横断する際の

交通安全対策の検討交通安全対策の検討交通安全対策の検討交通安全対策の検討



� 目 的
地域住⺠、大富幼稚園、小中学校保護者に、ラウンドバウトの大きさや
通⾏⽅法について、理解を深めていただくために開催。

� 実施日 平成27年９⽉６⽇（⽇）

� 場 所 ⼤富⼩学校グラウンド（⼤富⼩学校前交差点隣接地）

小学校校舎４階図工室

� 参加者 １１２名

� 開催概要
大富小学校グラウンドに模擬ラウンドアバウトを描き、校舎４階図工室か
ら計画規模や通⾏状況の⾒学と、併せてグラウンドに描いたラウンドアバ
ウトを通⾏体験していただいた。
また、校舎４階図工室では、「山の手環状交差点」の運用状況等の動画を
⽤いて通⾏⽅法の説明を⾏うとともに、イギリスの導⼊事例を写真で紹介
した。
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③ 通⾏体験会の概要

３ 焼津市ラウンドアバウト研究会
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④ 通⾏体験会の様⼦（動画）

３ 焼津市ラウンドアバウト研究会



４階からの眺望 ⾒学者の様⼦ 通⾏体験者の様⼦

通⾏⽅法の解説 マルチヘリコプターによる撮影
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⑤ 通⾏体験会の様⼦（２／２）

３ 焼津市ラウンドアバウト研究会



【目 的】⼤富⼩学校前交差点とピーク時間交通量が同程度である山の手環状交差点で、
横断歩⾏者による環道の通⾏状況（環道の飽和状態等）を撮影。

P20撮影日 平成27年８⽉5日（水） 午前７時〜８時 歩⾏者数２０名

⑥ 歩⾏者の通⾏状況を撮影した動画の撮影

３ 焼津市ラウンドアバウト研究会
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⑦ 交通安全施設の設置検討

３ 焼津市ラウンドアバウト研究会



�ラウンドアバウト導入箇所“関方”の知名度がアップ、社会実験を経

て 導入できたことが“地域の誇り”に繋がった。

�地域づくりのきっかけ、動機づけが芽生えたことで、交通と安全・

安心で魅⼒的なまちづくりについて考えていただく機会になった。

ラウンドアバウトの整備効果

(平成25年11月20日撮影)

�ラウンドアバウト整備事業で得られた地域によるまちづくりのきっ

かけを期に、定住・交流⼈⼝の拡⼤や中⼼市街地の活性化に向け、

魅⼒的なまちづくりに取り組む。

→ 更なる導⼊箇所の検討及び整備を進める。

今 後 の 展 開
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４ まとめ


